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本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

NEC の許巧な < 權製 - 改蛮などを行うことはできません。 

本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありま 
した 6 、お買い求めの販売店にご連絡 < ださい。 

運用した結果の影響については (4) 項にかかわらず責任を負いかねまずのでご了承ください。 
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EXPRESSBUILDER は日本電気株式会社の商標です。 
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Novell および NetWare は米国 Novell, Inc. の登録商標です。 
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Windows 2000 は Microsoft® Windows® 2000 Server operating system および Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server 
operating system 、 Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 
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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ.ワークステーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

本書はサーバ管理ユーティリティ rESMPRO®/ServerAgent Ver .3.8」 じついて説日月しています。 
Express 5800シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添付されている 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は、本体が持つ機能をさ61こ化張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するものです。 

Express シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き化すためじも、ご使用になる前に本書をよ<お読 
みになり、ユーティリティを正しくお使いになるようお願い申し上げまず。 

本書での内容は 、 Windows 2000や Windows NT , Windows 95/98/ Me の機能や操作ち法につ 
いて十分に理紹されている方を対まに説 S 月しています 。 Windows 2000や Windows NT , Win ¬ 
dows 95/9 別こ関する操作や不明点については、 を OS のオンラインヘルプなどを参照してくださ 
い。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意巧を示します。 


ユーテイリテイや装置を取り扱ラ上で守6なければな S ない事柄や特にを意をずべき点 
を示します。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示しまず。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示しまず。 


S 

Q 

チェック 

国 

ヒント 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 巧のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用を件をお 
読みになり、その内容についてごお認な6びにご承諸ください。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関ずる不明点や聞い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保ずサー 
ビスセンターへご連絡ください。 また、インターネットを使った情報サービスも行っておりまずの 
でご利用 < ださい。 

http://www.express.nec.co.jp/ 

に8番お』；製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.Tieldin 宫 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ESMPRO について 


ESMPRO ® は Express サーバの管理を行うユーティリティソフトウエアです。このソフトウエアは 
各種モデルに関係なくずべての Express 5800シリーズ製品に添付の CD - R 0 M 1 こ入っていまず。 
Express サーバ/ワークステーシヨンの信頼性をさらに向上させるためにもインストールしておく 
ことをお勧めしまず。 

ESMPRO を利用ずるじあたり、本書で説明されている内容をよく読んでください。また、 
ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築ずる場合は別売の 「ESMPRO 
システム構築ガイド Ver .2.0( UL 9005-201)」を参照してください。この説明書は ESMPRO 製品を 
システムで活用するためのガイドです。なお、インス!-ール後の運用注意事項についてはアプリ 
ケーシヨンのオンラインマニュアルにも記載しています。必要に応じて参照してください。 

ESMPRO は、 Express 5800シリーズ製品上で動作する 「 ESMPRO / ServerAgen りと管理〕ン 
ピュータ上で動作ずる 「 ESMPRO / ServerManager 」 の2つのソフトウエアから構成されまず。 

rESMPRO / ServerAgent 」 は Express 5800シリーズ製品にインストールしまず。 

Express 5800シリーズ製品にインス I -- ルしている OS により、1：^下の2種類があリまず。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0 用 

ESMPRO/ServerAgent Windows 2000 /Windows NT 版 

• NetWare 3 ぶ J /4.2( 日本語版)/5(日本語版)用 

ESMPRO/ServerAgent NetWare 版 

rESMPRO / ServerManager 」 は管理コンピュータにインス I -- ルします。管理〕ンピュータは 
Windows 2000、または Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータ 
でなければなりません。 


ESMPRO/ServerManager に関する説明については、 「 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨ 
IS3 ンガイド」を参照してください。 

ヒント 
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動作環堤 


ESMPRO を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りでず。 

♦ A - ドウエア 


ーインス1 -ルする装置 

ーメモリ 

一八ードディスクの空き容量 
ーモデム 

Express 己800本体 

OS の動作に必要なメモリ十1 3.0 MBU ± 

22.0 M 目心 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使用ずる場 
合にのみ必、要です。 

ALIVE 适報用モデム： 
ALIVE 保守用指をモデム： 
ページャ用指をモデム： 

COMSTARZ MULT ^ 目日11(コネクタ： D-SUB 2目ピン） 
COMSTARZ MULT ^ 目日11(コネクタ： D-SUB 2目ピン） 
AT 〕 マンドを解釈するモデムであること （2400 bpsJ : 又 
上）。ダイアル回線ではメッセージを送ることができませ 
ん。プッシュ回線をご利用ください。 

• ソフトウェア 

Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack が上） 

* Express 5800 /180 Rb -7 の場合は Service Pack 目上 
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セツトアップを始める前に 


インストールな6びにセットアップの前じあずお読みください。 

ESMPRO / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の 
設定があ要です。 

TCP/IP の設定 

TCP / IP の設定じついてはスタートメニューから起動ずるヘルプを参照してください。 


SNMP サービスの 設定 
Windows 2000の場合 

SNMP ヴービスのインス I -- ル 

7 [コント□-ルバネル]の[アプ U ケーシヨンの追加と削晩を開く。 

P [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックずる。 

3 Windows コンポーネントウィザードで"管理とモニタツール"を還択し、[詳細]ボタン 
をクリックずる。 

4 "簡易ネットワーク管理プロトコル ( SNMP )" のチェックボックスをチェックずる。 

^ [巧へ]ボタンをクリックずる。 

ファ イルのコピーが始まります。 

目 ファイルのコピー終了を、[完了]ボタンをクリックずる。 

SNMP ヴービスの設定変更 

7 [コント□-ルバネル]の[管理ツール]をダブルクリックずる。 

P [管理ツール]の[サービス]を起動ずる。 

3 サービスー覧か 6[ SNMPServic 引を選択し、隅作]メニューの[プロバティ]を選択 
ずる。 

「 SNMP のプ□パティ」ダイア□グボックスが表示されます。 
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4 [トラッスプ□パテイシートの[コミュニティ名]ボックスに 「 public 」 と入力し、随加] 

ボタンをクリックずる。 


B 割 


R [トラップ送信知の[追加]ボタンをクリックし、 [ IP ホストまたは IPX アドレス]ボック 
スに送信巧の ESMPRO / ServerMana 呂 er マシンの IP アドレスを入力後、[追加]ボタ 
ンをクリックずる。 

ESMPRO / ServerAgent か6のトラ、ソプが ESMPRO / ServerMan 明 e 「 に正しく受信さ 
れるように ESMPRO / ServerManager 側の設定の受信コミュニティをと ESMPRO / 
ServerAgent 側の設をのトラップとともにを信するコミュニティをを同じに設定しま 
す。 


B 割 


目 <特定のホストか S の SNMP パケットのみ受信ずるよ5に設定ずる場合> 

[セキュリティ]プ□パティシートを表示し、パケットを受信するホストの IP アドレスと 
ェージェントをインストールずるサーバの IP アドレスとループバックアドレス 
(127.0.0.1) を指をする。 


トラップ送信おこ指定されている巧手 ESMPRO / ServerMana 邑 er の IP アドレス（ま 
たはホストち)をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で指定した場合、重複していること 
を警告ずるメッセージを表示しまず。同一の ESMPRO / ServerMana 邑 er を指定ず 
るとアラートび重複して通報されまず。 



ESMPRO / ServerMana 邑 er 側の設定で受信ずるトラップのコミュニティをデフォ 
ルトの 「 public 」 か5変更した場合は、 ESMPRO / ServerMana 有 er 側で新しく設定 
したコ-ュニティ： S と同じちのを入力しまず。 



Q ESMPRO / ServerA 宜 ent をインストールするサーバの IP アドレスを指定しないと、 
Mylex ディスクアレイコント□-ラの監視びでさなくな0まず。 


<特定コミユニティか5の SNMP パケツトのみ受信ずるよラに設定ずる場合> 

SNMP パケツトを受けつけるコミュニティををデフォルトの 「 public 」 か6変更する。 





• コミュニティさを変更した場合は、[コント□-ルパネル]か 6 ESMPR 0/ 
Server Agent のコミュニティ変更登録を行う必要びありまず。コミュニティの 
変更登録には[を脚タブのに NMP コミュニティ] U ストボックスを使います。 

• ESMPRO / ServerMana 邑 er 占、5の SNMP バケツトを ESMPRO / 
Server Agent 側で正しく受信できるようにずるためには ESM PRO / 
ServerManager 測の設定の送信コミュニティさと ESMPRO / ServerA 邑 ent 側 
の SNMP ヴービスが受け付けるコミュニティ名を同じにしてください。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0 (Service Pack 41 •ソ降）で ESMPRO / 
ServerAgent を使用ずる場合、 SNMP ヴービスのセキュ U ティ機能である「置け 
付けるコミュニティち」の権利は 「READ CREATE 」 または 「READ WRITE 」 に設 
定してください。コミュニティの設定は ESMPRO / ServerMana 邑 er との通信に 
使われまずび、上記 ly 外の権利に設定ずると、 ESMPRO / ServerManager か6 
の監視びでさな < な0まず。 
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ネットワークの設定を終了する。 


因 


• OS のインス I ルの際にヴービスパックを適巧してか 5SNMP ヴービスを追加 
した場合は、再度サービスパックを適用してください。 SNMP ヴービスが正しく 
動作せず、 ESMPRO/ServerA 邑 ent が動作しなくなることがありまず。 

• ESMPRO/ServerA 昼 ent の動作には SNMP ヴービスが必須でず。 ESMPRO/ 
ServerA 旨 ent をインストールした後に SNMP ヴービスを削除してしまつた場合 
は、 SNMP ヴービスをインス! -- ル後、 ESMPRO/ServerA 呂 ent を再インス 
I -ールしてください。 

• 他社製ソフトウェアの中には、 SNMP ヴービスを使巧しているものがありまず。 
このようなソフトウェアがインストールされている状態で、 SNMP ヴービスと 
ESMPRO/ServerA 邑 ent をインストールずると、 ESMPRO/ServerA 邑 ent の 
ヴービスが起動できない問題び発生ずる場合があります。 

このような場合は、いつたん SNMP ヴービスを削除して、 SNMP ヴービスを再イ 
ンス I -- ルしてください。その後で、 ESMPRO/ServerA 色 ent と上記他社:製ソ 
フトウェアを再インストールしてください。 


Windows NT 4.0 の場合 

SNMP サービスのセットアップは 、 Windows NT の!;コント□-ルパネル]か6巧います。 

サービスがインストール済みの場合は SNMP サービスの設走のみを行ってください。 

1 [コント□-ルパネル]の[ネットワーク]を開く。 

P [サービス]プ□パティシートを表示させて、[追加]ボタンをクリックずる。 

3 [ネットワークサービス]のリストか日旧 NMP サービス]を選択し、 [0 K ] ボタンをク 
U ックずる。 

ファイルのコピーが始まります。コピーを終了ずると [Microsoft SNMP プ□パティ]ダ 
イア□グボックスが表示されます。 

W 降は 、 [Windows 2000の場合」の 「 SNMP サービスの設定変更」の手順 4 J : 如をと同じで 
す。 


ESMPRO/ServerAgent Ver . S.S (Windows 2000 /Windows N 了版) 5 








システムのアップデート 

Windows 2000上に ESMPRO / ServerAgent をインストールする場合は、事前 I こ necras . sys がイ 
ンストールされている必要がありまず。 necras . sys をインストールする(こは、装置に添付されて 
いる EXPRESS 目 UILDER の CD - ROM を使用してシステムのアップデートを巧ってください。 
システムのアップデートについては、ユーザーズガイドの r 導人編」を参照してください。 
necras . sys がインストールされていない場合は、 J : 又下のメ、ソセージを表示して ESMPRO / 
ServerAgent のセツトアップを中止しまず。 


广 N 

rESMPRO / ServeAgent の実巧に必要な以下のファイルが存在しません。 

セツトアップを中止します。 

necras . sys 」 
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インストール 


ESMPRO / ServerAgent のインストールは EXPRESSBUILDER のマスターコント □ —ルメニュー 
から行いまず。 


「 ESMPRO / ServerAgent は、 EXPRESSBUILDER の|シームレスセットアップ」機有目を利用して Win - 
||^ dows 2000. または WindowsNT 4.0 と同時にインストールすることができます。シームレスセッ 
ヒント トアップの詳細についてはユーザーズガイドを参照してください。 


♦ Mylex ディスクアレイコント□—ラを監視ずる場合 

Mylex ディスクアレイを監視ずる場合 、 Global Array Mana 良 er ( GAM ) をシステムにイン 
ストールずる必要がありまず。 EXPRESS 巨 UILDER か 5 ESMPR 0/ ServerA 旨 ent をセッ 
トアップを起動ずると、自動的に GAM のインストーラが起動します。 

GAM のインス1-ールについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキユメントを参照し 
てぐださい。 

♦ AMI ディスクアレイコント□—ラを監視ずる場合 

AMI ディスクアレイを監視ずる場合 、 Power Console 円 us をシステムにインストールする 
必要がありまず。 EXPRESSBUILDER か5、 ESMPRO / ServerA 邑 ent をセットアップを 
起動ずると、自動的に Power Console 円 us のインストーラが起動しまず。 

Power Console 円 us のインス I -- ルについては、ユーザーズガイド、またはオンラインド 
キユメントを参照してください。 

♦ シームレスセットアップを使ったインス!ル 

シームレスセットアップを使巧した場合、 GAM、Power Console Plus は自動的にインス 
1ルできない場合があります。シームレスセットアップで GAM、Power Console Plus 
をインストールできない機種の場合、シームレスセットアップ終了後、必ず、使用ずるディス 
クアレイコント□—ラに合わせて、 GAM もしくは Power Console Plus をインストールし 
てぐださい。 
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] ユーザー を 「 administrator 」 で□グインずる。 

2 CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセットずる。 


圓 

ヒント 


本体に接続された CD - ROM ドライブまたは LAN Manager で接続されたネットワーク上 
の CD - ROM ドライブでもかまいません（じ(下、これらをまとめて 「 CD - ROM ドライブ」 
と呼ぶ)。 


Q 


ネットワーク上の CD - ROM ドライブか5実行ずる場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブの rMC¥l ST . EXE 」 を実行してください。エクスプ 
□—ラのネットワークコンピュータか5は起動しないでくだをい。 


Autorun 機能により EXPRESS 目 UILDER のマスターコント□ールメニューが自動的に表 
示されます。 


9 [ソフトウエアのセットアップ]一 
[ ESMPRO ] をクリックずる。 

ESMPRO セットアップが起動し、^ 
インメニューが表示されます。 
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ESMPRO セットアップのメインメ 
ニューで [ ESMPRO / 
Server Agent ] をクリックずる。 


S 

ヒント 


0 S の種類に含わせて、選巧で 
きるメニューが変わります。 
(インストールできないもの 
は、グレー表示になります） 



Q 


• ダブルクリックでメニューを選択ずると同じダイア□グボックスを2つ表示ずるこ 
とがありまず。[終了]ボタンをクリックしてどち5か一方のダイア□グボックス 
を閉じて < ださい。 

• セットアップの実行中に[キャンセル]ボタンをクリックずると、インストールを 
中止ずるかどラかをたずねるメッセージが表示されます。メッセージボックスで 
[中止]ボタンをクリックずるとインストールを中止でをまず(メインメニューは表 
示されたままでず)。ただし、途中までセットアップされたファイルの削除は巧ね 
れません。 
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[巧へ]ボタンをクリックずる。 



ヒント 


ESMPRO/ServerAgent がすで 

にインストールされている場合 
は 「ESMPRO ServerAgent が既 
にインストールされていま 
す。」というダイアログボック 
スが表示されます。[更新]ボタ 
ンをクリックして[次へ]ボタン 
をクリックするとじ(前のエー 
ジェントを削除し、新たにイン 
ストールし直します。 





ESMP 閒 Server Agent tz ツトアツブブロヴラム 
l 3 Sk へようこそ。このブロヴラムは、コンビュータ 
ンを* 1こ ESMPR0 Server お ent ぞインストールしま 
す。 

このたットァッブブロヴラムを実巧する前こ、すぺての 
Windows ブロヴラムを必ずが了して下さし1。 

[キャンむル]ぞクリックし它ットアッブぞが了した散 
巧な巧巧中のブロヴラムをすべてが了させて下さし1。 


普吿：このブロヴラム1んさ巧宿;ちわ上む:国陪丢巧に上 
ってな話されています。 

このブログラム、またはその一がを無がでなおミたは配 
ホすることは、おまにより禁止されています* 


■ I 邸べ'顺 y グ 


キャン iz ル I 





Exress 已 S 00/180 Rb -7 の場合、 Windows 吕〇00上では更新インストールできま 
せん。再インス!ルずる場合、いつたんアンインス!ルし、再起動後に再度イン 
ス I ルを実行してください。 


目 インス!ルずる機種をリストか5選択ずる。 


Pil セットアッププログラムが機種判別に成巧した場合は、機種を選执するダイアログ 
ボックスが表示されずに々に進みます。 

ヒント 


7 ESMPRO / ServerA 邑 ent のインス!ル巧パス名を入力し、[巧へ]ボタンをクリック 
ずる。 


デフオルトではルートパーティシヨンの ¥ ESM ディレクトリの下に ESMPR 0/ 
ServerAgent のモジユールがインストールされまず。特に問題がなければ、このまま[次 
へ]ボタンをクリ 、ソク してください。 

インストール先を変更したい場合は、[参照]ボタンをクリ、ソクしてを望するインス I 
ル先のディレクトリをドライブをを含むフルパスで指定してから[次へ]ボタンをクリッ 
クしてください。 

Q DMI のインス!ル巧バスを入力し、[巧へ]ボタンをク U ックずる。 

デフオルトではルートパーティシヨンの r ¥ DMI ¥ WIN 32」 ディレクトリの下に DMI モ 
ジユールがインス I ルされます。すでに DM に.0 SP がインストールされている場合に 
は、そのパスがデフオルトのインス I ル先パスとなりまず。 

インス I ル先を変更したい場合には、[参照]ボタンをクリックしてホ望するインス 
トール先のディレクトリをドライブ名を含むフルパスで指ましてか6[次へ]ボタンをク 
リ 、ソク してください。 

ファイルのコピーおよび ESMPRO / ServerAgent の動作環境の設定が開始されます。 
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インス I ル終了のウインドウび表示された5、 [0 K ] ボタンをク U ックする。 


インストールが終了します。インス I -―ルした ESMPRO / ServerAgent の機能は再起動 
後に有効になりまず。 


Q 


ESMPRO のインストールび絵了しても ESMPRO セットアップのメインメニューは 
消えません。他のダイア□グボックスに隠れることがあるので注意してください。 
ESMPRO セットアップを終了ずるときはメインメニューの「お了」をクリックしてく 
ださい。 







補ち説明 


ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合は、次の点について確認してください。 

LAN 監視の通報について 

ESMPRO / ServerAgent 関連情報一括収集機能 ( collect . exe ) の実行について 

コミュニティの権利について 

スリープ状態での監視について 

PCI ホ、ソトプラグじついて 

DM に.0 SP(Service Provider ) のインストールについて 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.7 W 前での監視について 

ディスクアレイ監視について 

ディスクミラーリングコント□-ラ ( N 8503 -51/ N 8103 -58) の監視について 

八ードディスク追力□時のデータビューアの表示について 

フ□、ソピーディスクのファイルシステム監視について 

POWER スイ、ソチによるシャツトダウンについて 

ESRAS ユーティリティについて 
ぺージャ适報のモデムのセットアップ 

二重化システム管理を巧う場合について 

コミュニティの変更について 

八ードディスク交換前のお認作業 

八ードウェア障害発生後の再起動について 

シリアルポートについて 

監視イベントの适報について 

プリンタ情報の利用可能時闇と終了時刻じついて 

共有プリンタをに2バイト文字を使用した場合じついて 

ESMPRO / ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 

メモリ エラーのアラーム じついて 

しきい値について 

アラートについて 

ソフトウェア ALIVE 、 ぺージャオンラインの表示情報について 

Microsoft SQLServe 「6.5 との混在時の CPU 負荷について 
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Win 32 SL サービスのイベント□グ化力について 


CPU 負荷監視の警告イベント□グじついて 

フアンステータスについて 
電源 ユニツトステータスについて 


LAN 監視の通報について 

LAN 監視機能では一を時聞内のを受信パケット数とパケットエラー数により回線の状態を判断する 
ため、一時的な回線高負荷状態の場合に电回綜障害や回線高負荷を通報することがあります。 
すぐに状態回復が通報される場合は一時的な回線高負荷が発生したと考え6れまずので、特に聞題 
はありません。 


ESMPRO / ServerAgent 関連情報一括収集機能 ( collect . exe ) の実行について 

Windows 2000上で collect . exe を実巧した場合、システム情報レポートロァイルを： msdrpt . txt ) 
の取得に時闇がかかります。 

このため、 collect . exe の実巧が終了したように見えても、診断レポートを取得するプ□セスは終了 
していないことがあります。 

collect . exe を実行徽ま、ファイルサイズからシステム情報レポート情報が取得できていることを痛 
認してください。 


コミュニティの権利について 


Windows 2000では SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォル 
卜で " READ ONLY " となります。コミュニティの権利が " READ ONLY " の場合、 ESMPR 0/ 
ServerMan 明 e 「 か6のリモートシヤツトダウン機能やしきい値の変更機能が使苗できません。こ 
れ6の磯能を使用する場合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 丄または 「READ WRITE 」 
に設をしてください。 
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スリープげ態での監視について 

ESMPRO/ServerAgent マシンがスリープ状態(システムスタンバイ、システム休止状態)の場合、 
ESMPR0/Se 「 ve 「 Manage 「 ;6 、 6xU —プ中の ESMPRO/ServerAgent マシンを監視することはで 
きません。 

ESMPRO/ServerManager か6サーバダウン監視を行っている場合に該当ずる ESMPRO/ 
ServerAgent マシンがスリープ状態になると"サーバアクセス不能"の通報が上がり、サーバアイコ 
ンの状態をがの色になり、 ESMPRO/ServerAgent マシンがダウンしたのかスリープ状態なのか区 
別することができません。監視対象のシステムをスリープ状態になるよラな設をを行って運用され 
る場合はを意してください。 


PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に 、 PCI ホ、ソト プラグじより当該サーバの構成を動的に 
変更した場合，データビューアのツリーの再構築を促ずメッセージが表示されます。 

[はい]をクリ 、ソク ずるとデータピューアでツリーの再構築を行い ， PCI ホ、ソ トプラグによるシステ 
ムの構成変更がデータビューア上に反巧されます。[いいえ]をクリックすると，データビューアの 
ツリーの再構築は行われません。 

その場合 PCI ホ、ソトプラグによるシステムの構成変更が反巧されないため，データビューアの情報 
は現在のシステムの情報と異なる可能性があります。 

また、 ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先じ[51\/|ド1^0/56「リ6「1\/|3〇39己「マシン登録ミきみで 
あれば，構成変更のタイミングで" SI 饥状態"に関するトラップがマネージャにを信されるため， 
ESMPRO / ServerAgent マシンの構成が変更されたことを ESMPRO / ServerMan 明 er 側で巧るこ 
とができまず。 


DM に.0 SP(Service Provider ) ①インストールについて 

ESMPRO / ServerAgent では Intel DM に . Os SP Ver .2.62 を利用しています。 

DM に.0 SP は ESMPRO のインストール時に違択された DMI 用のインストール先ディレクトリ（シス 
テム環境変数 =\/ VIN 32 DMIPATH ) 画下に環境を作成します。 

すでに DM に.0 SP がインス I ルされている場合には、設定されているインス I ル先を使用す 
るためインス I ■'ール先ディレクトリを変更ずることはできません。 


ESMPRO / ServerMana 呂 er Ver .3.7 lU 前での監視について 

バージョン 3.7 と J 前の ESMPRO / ServerManager で監視する場合は、監視できない項目がありま 
す。また、データビューアのディスクアレイ監視機能で不具合が発生する場合があります。あず 
バージョン 3.8 W 降の ESMPRO/ServerMan 明 e 「 で監視を行ってください。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 は、 EXPRESSBUILDER の CD - ROM にき緑され てし） ます。そ 
れを利用していただくようお願いします。 
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ディスクアレイ監視について 


• 管理ツールのインス!ル 

Windows 2000 /Windows NT でディスクアレイを監視するためには、ディスクアレイコント 
□ーラの製造元が提供ずる管理ツールをインストールしておかなくてはなりません。使用する 
ディスクアレイコント□—ラに合わせて次の管理ツールをインストールしてください。 


型ち 

ディスクアレイコント□ーラボードの種類 

管理ツールの種類 

N 8103 -52 

Mylex AcceleRAID 1 目 0 


N 8103 -53 

Mylex AcceleRAID352 


N8503-12 

Mylex DAC960PDU 


N8503-18 

SCSI コント□-ラ(ディスクアレイ用） 


N8503-19 

Mylex DAC960PG(4M 巨 SIMM) 


N 8503 -28 

Mylex DAC960PG(32MB SIMM) 


N8503-36 

Mylex DAC960PJ 

Global Array Manager 

N 8503 -36A 

Mylex DAC960PJ 

(Server) 

N 8503 -43 

Mylex DAC1164P(3 チャネル） 


N 8503 -44 

Mylex DAC960PTL 


N 8503 -49 

Mylex DAC1164P にチャネル） 


N 8503 -52 

Mylex AcceleRAID 160 


N8503- 已 3 

Mylex AcceleRAID352 


- 

本体内蔵ディスクアレイコント□—ラ 


N8503-60 

AMI MegaRAID Elite 1500 


N 8503 -60A 

AMI MegaRAID Elite 1500 

Power Console Plus 

N8503-61 

AMI MegaRAID Enterprise 1500 



表は ESMPRO がサポートするディスクアレイコント□-ラボードです。 

名■装置がサポートするディスクアレイコント□ーラボードとまなる場合があります。 


• モサボートのディスクアレイコント□-ラ 

ESMPRO/ServerAgent Ver .3.8 では次のディスクアレイコント□ーラをサポートしていませ 
ん。 


型ち 

ディスクアレイコント□ーラボードの種類 

N 8503 -03 

Mylex DAC960P 

N8503-08 

Mylex DAC960P 

N8503- 11 

Mylex DAC960PL 
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ディスクミラーリングコント□-ラ( N 8己 03 -己 1/ N 8103-己 8) ①監視について 


ESMPRO / ServerAgent は、ディスクミラーリングコント□—ラ （ N 8503 -51/ N 8103-58) の監視 
を次のように行いまず。 

• データビューアでの見えち 

ディスクミラーリングコント□-ラに接続されている八ードディスクは、 ESMPR 0/ 
ServerManager のデータビューアでは、1つの論理ドライブとして表示しまず。個々の八ード 
デイスク単位では表示されません。 


また、ディスクミラーリングコント□-ラは、「ディスクアレイ」ではなく、に CSI コント □- 
ラ」として管理します。 

• 八ードディスクの予防な守機能について 

ディスクミラーリングコント□ーラに接続されている八ードディスクは、八ードディスクの予 
防保守機能の対象外となります。予防保守判をは行いません。 


八ードディスク追加時のデータビューアの表示について 


AMI ディスクアレイシステムに追力□した直後の八ードディスクは、 ESMPRO / ServerManager の 
データビューアのツリーじは表示されません。追化した八ードディスクをコンフィグレーションし 
てディスクアレイシステムに組み込まれた後、データビューアのツリーに表示されるようになりま 
す。 


フ□ッピーディスクのファイルシステム監視について 

フ□、ソピーディスクのファイルシステムは既定値で監視対象外となりまず。フ□、ソピーディスク上 
のファイルシステムを監視するには> コント□ールパネルの[ファイルシステム]シートで r フ□、ソ 
ピーディスクを監視ずる」をチェックしてください。 

ただし、フ□、ソピーディスクのファイルシステムを監視ずるときは、次の点にを意してください。 


• 一定時围おきにフ□、ソピーディスクドライブにアクセスするので、アクセスランプが点なしま 
す。アクセスランプはフ□、ソピーディスクドライブに媒体を挿入していなくても点灯しまず。 

• Windows 2000のスリープ機能をご利用になる場合、スリープが失敗することがあります。ス 
リープじ失敗した場合、再度、スリープを巧ってください。 


POWER スイッチによるシャットダウンについて 

Express 5800シリ ーズ では POWER スイ、ソチで 0 S のシ ャッ トダウン、および電源の OFF を自動で 
巧えます。本機能を使用する場合は ESMPRO / ServerAgent が起動していることを確認してか6、 
Express 5800シリーズの POWER スイ、ソチを押してください。 
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ESRAS ユーティリティについて 

ESRAS ユーティリティは 、 Windows 2000 /Windows NT と ESMPRO/ServerAgent がインス 
卜ールされた Express 5800シリーズにおいて動作する高信頼性機能が使用する各種□グの参照、 
印刷、ファイルへの化力および初期化を巧うソフトウエアでず。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.4 t (前の ESRAS ユーティリティを使用する場合、を種□グを参 
照できない装置があります。みず ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 J ； J 降の ESRAS ユーティリ 
ティを使用してください。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3 ぶは、 EXPRESSBUILDER の CD - ROM じき録されています。そ 
こに含まれる ESRAS ユーテイリテイを使用してください。 


ぺージャ通報のモデムのセットアップ 

ぺージャ通報のモデムのセットアップは、 iU 下の手順で行ってください。 

• モデム接続のお認 

<Windows 2000 /Windows NT 4.0標準の A イパーターミナルを使用している場合> 

① [コント□-ルパネル]の[モデム]アイコンをダブルクリックし，モデムをインストー 
ルずる。 

② アクセサリグループの[八イパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続ずるか磕認ず 
る。 

③ キーボードか 6 rAT 」 と人力し， < Ente 「> キーを押す。 

④ [ OK ] が表示されるのを確認ずる。 

[0 K ] が表示されず> [0] が表示された場合はリザルトコードの表示お式を巧語表示に 
変更してください。 

cCOMSTARZ MULT 旧60を使用している場合> 

① キーボードから 「 ATVIJ と人力し、 < Enter > キーを押す。 

② [0 K ] が表示されるのを痛認可る。 

③ キーボードから 「 AT 」 と人力し、 < Ente 「> キーを押す。 

④ [0 K ] が表示されるのを痛認可る。 

'必要に応じてこの設定をメモリにバックアップしてください。バックアップを実行せ 
ずに、モデムの電源をオフにすると、変更した設定値は消えて、もとの値(この場合、 

リザルトコードの表示おま=数字）に戻ってしまいます。 

⑥キーボードから 「 AT & W 」 と人力し、 < Enter > キーを押ず。 

⑥ [0 K ] が表示されるのを痛認可る。 
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• 設定ツール(アラートマネージャ）か5ぺージャ通報の設定 

① [コント□ールパネル]の正 SMPRO / ServerAgent ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

② [全般設を]プ□パティから[适報設を]ボタンをクリックする。 

③ アラートマネーツャの[設定]メニューから[通報基本設を]を選択ずる。 

④ [通報手段の設走]プ□パティの通報手段リストから[ぺ ージ ャ通漸を違択して簡走] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

⑥使用するシリアルポートを達択する。 

⑥ [0 K ] ボタンをクリックした後、[通報基本設定]ダイア□グボックスを閉じる。 

⑦ [設走]メニューか6[适報ホ設走]を違択ずる。 

⑨ ID リストか6ページャ通報を違択して[修正]ボタンをクリックする。 

⑨ [宛先設定]ボタンをクリ、ソクして電話番号を登録する。 

メッセージを送る場合はメ 、ソセー ジも登録します。 [0 K ] ボタンをクリックしてくださ 
い。 

⑩ [スケジュール]ボタンをクリックして、适報リトライ、通報時聞帯を設定する。 

初期値は，5分聞隔で72時圍後までのリトライ，24時聞通報巧能になっていまず。設 
をを終えた5 [0 K ] ボタンをクリックします。 

⑩通報先が2力所上ある場合は、通報先 ID を追力□する。 

追力□した場合> ツリーの監視イベントに通報先指定を追力□してください。設をを終え 
たら、[通報先リストの設定]ダイア □ グボ、ソクスを閉じます。 

⑩[設走]メニューか6[适報基本設走]を選択する。 

⑩[通報手段の設を]プ□パティの通報手段リストにある[ぺージャ通铜の通報有効/無効 
ビットマップを有効(緑を）じする。 

W 上で、ページャ适報ができるようになりまず。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ (ServerAgent ヘルプ）を参照してください。 


二重化システム管理を巧う場合について 

二重化システム管理を行う場合は、運用/待機両系別々に□一カルディスクにインストールしま 
す。 ESMPRO / ServerAgent のインス I -―ルは2台のサーバにインス I -―ルずることじ(外は通常の 
インストールと同じでず。 
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コミュニティの変更について 


ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設走で、特定コミュニティか6の 
SNMP パケットのみ受信するようにデフォルトの 「 public 」 か6変更した場合には， ESMPRO / 
ServerAgen りこ対してコミュニティの変更登録をしてください。 

① I ；コント日ールパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] のアイコンをダプルクリ 、ソク する。 

② [全般設定]シートの [ SNMP の設を]にあるに NMP コミュニティを]リストボックスか6任意の 
コミュニティ名を還択する。 

[ SNMP コミュニティ]リストボックスには受信対まのコミュニティをの一覧が表示されまず。 

③ [0 K ] ボタンをクリックして終了する。 


八ードディスク交換前の確認作業 

アラート通報されていない八ードディスクを交換する場合は、 W 下の手順で装置の番号を確認して 
ください。なお、 Mylex ディスクアレイコント□-ラ、 AMI ディスクアレイコント□ーラに接続さ 
れている八ードデイスクは対まかです。 


① コマンドラインか 6 r 96 SystemRoot 96¥ systenn 32¥ regedt 32. exe 」 を実行する。 
「レジストリエディタ」が起動しまず。 

② じ(下のサブキーを参照する。 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ ESMAgent ¥ Storage¥Reset 


上記のレジストリキーの下に接続されている装置のサブキーがあります。このサブキー名の最後の 
数値が装置のを号です。 


J \- ドウエア障喜発生後の再起動について 

八ードウエア障害を檢化した場合、八ードウエアイベント□グ監視がシャツトダウンします。 
シャツトダウン後に障害を対処/復旧せずシステムを再起動すると、障害復旧直後の1回目の起動 
時にシャツトダウンする場合がありますがシステム上、特に問題はありません。 
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シリアルポートについて 


ESMPRO/ServerAgent は、シリアルポートを使用する機能が複数あります。 
これらの機能を使う場合、標準の2ポートだけでは不足ずる可能性がありまず。 
それぞれの機能で使用できるシリアルポートはと又下の通りでず。 


UPS 
APCU 
ALIVE 通報 
ALIVE 保守* 
ぺージャ通報 


C 0 M 1 〜10 
COM 1-2 
COM 1-9 
COM 1-9 
COM 1-9 


ALIVE 保守は ij モートアクセスサービス （Remote Access 
Service) を利用します。 


マネージヤ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) でリモートアクセスサービスを利用ずる場合1こ使用できる 
シリアルポートは W 下の通りでず。 


マネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) : COM 1 〜10 

このうち、シリアルポートを共有できるのは、じ(下の組み合わせだけです。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守+ページャ通報 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられまず。 

ALIVE 通報を終了後、リモートアクセスサービスを開始しまず。 

ALIVE 保守が長時間シリアルポートを使っているとページャ通報ができないことがありまず 
(ページャ通報時は RAS サービスは停止させられません)。 

• ALIVE 通報+ぺ^ —ジャ通報 

どちらか一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

• ALIVE 保守+ユーザ利用リモートアクセスサービス 

どちらか一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 





• リモートアクセスヴービスを使用ずるマネージャ通報 ( TCP/IP 0川- of - 巨 and ) は、他シリア 
ルボートと共有ずると障害情報が通知できない場合がありまず。巧用は避けてください。 

また、ユーザー業務や ALIVE 保守と ALIVE 通報でポートを共用した場合でもリモートアクセ 
スサービスが停止し障害情報が通知でをない場合がありまず。 

• ユーザーがリモートアクセスヴービスを使用ずる場合は、 ALIVE 通報/保守用のリモートア 
クセスサービスのシリアルポートとの共有は避けてください。共有した場合、ユーザーびリ 
モートアクセスサービス利用中でも、 ALIVE 通報時に強制的に切断し通報を巧いまず。 


次にシリアルポートとデバイス（または機能)の組み合わせと必要となるモデムの数について示しま 
ず。マネージヤのリモート監視については記載していません。 


C 0 M 3 iy 上を使う場合はを回線ボードが必要です。 
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C 0 M 1 

COM 吕 

COM 3 

COM 4 

モデム数 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M ， U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE 

RAS(M ， U) 

2 

APCU 

UPS 

PG 

RAS(U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

PG 


1 

APCU 

UPS 

RAS(U) 


1 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M ， U) 


2 

UPS 

ALIVE 

RAS(M ， U) 


2 

UPS 

PG 

RAS(U) 


2 

APCU 

ALIVE, PG 

RAS(M ， U) 


2 

APCU 

ALIVE 

RAS(M ， U) 


2 

APCU 

PG 

RAS(U) 


2 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

UPS 

ALIVE ， RAS(M) 



1 

UPS 

PG 



1 

UPS 

RAS(U) 



1 

APCU 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

APCU 

ALIVE, RAS(M) 



1 

APCU 

PG 



1 

APCU 

RAS(U) 



1 

APCU 

UPS 




ALIVE, PG 

RAS(M ， U) 



2 

ALIVE 

RAS(M ， U) 



2 

PG 

RAS(U) 



2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 




1 

PG 




1 

RAS(U) 




1 

ALIVE, RAS(M) 




1 


PG : ページャ通報 RAS(M): ALIVE 保守(保守管理利用リモートアクセスサービス ) 

ALIVE: ALIVE 通報 RAS(U ): ユーザ利用リモートアクセスサービス 


監視イベントの通報について 

• アラート通報機能はシステムのイベント□グに登録されたイベント情報を元に通報を巧ってい 
ます。そのためイベントビューアのイベント□グの設定にてイベント□グの処理を[あ要に応じ 
てイベントを上書きする]に設をして<ださい。それじ(かの設定では通報がされません。 

• アラート通報機能の設をツール（アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録されたイべ 
ントは、 Alert Man 明 er Main Service が起動していないとマネージャなどへ适報されません。 
また上記サービスが起動している場合で电、を通報手段の通報有効/無タカフラグが無効になっ 
ていると通報されません。通報有効/無効フラグは、アラートマネージャの[設定]メニューか 
6[通報基本設定]を違択し、[通報手段の設定]プ□パティで設定しまず。同様に、システム起 
動時に Eventlog サービスが起動 t (前に発生したイベントじついては适報できません。 
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• アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の[通報基本設定]-[その他の設定]にお 
いて、シャットダウン開始までの時聞を設定できまず。初期値は20秒になっていまず。この値 
を初期値より短くした場合にシャットダウン時の适報が行われない場合があります。 

• 監視対まイベントの通報時に适報障害が発生した場合，エラーメッセージがイベント□グに登 
録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対まイベントとしてま斤規登録して 
しまうと、通報時のエラーを再度通報してしまうことになり、障害復旧時に大量の通報が巧わ 
れてシステムの負荷が高くなり、性能が低下することになります。特に下記アラート适報機能 
のサービスが化力するイベントは監視対象としないでください。 

Alert Manager ALIVE(S) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket(S) Service 


プリンタ情報の利用可能時間と終了時刻について 

新しくプリンタを接続し、ドライバのインストールやコンフィグレーシヨンを巧った時に、プリン 
トマネージャか6利用巧能時園/終了時刻の設をを行わなかった場合、プリントマネージャで表示 
される利用可能時聞/終了時刻は [00:00] ですが、マネージャで表示される利用可能時間/終了時刻 
は [9:00] となりまず。 

これを正しく表示するようにするためにはプリントマネージャでプリンタの詳細を設走してくださ 
い。設定方法は iu 下の a りです。 

① プリントマネーツャを起動し、設走したいプリンタのプリンタ情報画面を開く（[プリンタ]一 
[プリンタ情報])。 

② [詳細]でプリンタ詳細画面を開く。 

③ 利用可能時闇/終了時刻を設走し、プリンタ詳細画面、プリンタ情報画面でそれぞれ [0K] ボタ 
ンをクリ 、ソク して終了する。 

W 上でマネージャか6も正しい情報が表示されるようになります。 


共有プリンタ名に2バイト文字を使用した場合について 

プリントマネージャの[プリンタの作成]および[プリンタ情報]において、[ネットワーク上で共有] 
の設定を巧い、[共有を]の設走で 2 バイト文字を使用した場合、 ESM/ServerMan 明 e 「 Ver.2.1U 
前のマネージャを使用されている場合は、データビューアのン0デバイス画面プリンタ情報のネッ 
トワーク共有名が正しく表示されないことがあります。 
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ESMPRO/ServerA 邑 ent 使用中のディスクに関する作業について 

ESMPRO / ServerAgent を使用中にディスク(八ードディスクや M 0 など)に対するじ(下のような作 
業はできません。 

• ディスクアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォー マッ トや削除 
• MCK Zip , PD などのリムーバブルディスクのソフトウェアからのメディアの取り化し要求 

これ6の作業は次の手順で巧って<ださい。 

① [コント□ールパネル]の[サービス]を開く。 

② 「 ESMCommonService 」 というを前のサービスを違択後、[停止]ボタンをクリックずる。 

③ 「 ESMCommonService 」 の停止を殖認後> [コント□—ルパネル]の[サービス]を閉じる。 

④ ディスク関連の作業を行う。 

⑥再び[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 「 ESMCommonService 」 を違択後、[開始]ボ 
タンをクリ 、ソク する。 

⑥ 「 ESMCommonService 」 の開始を殖認後、[コント □- ルパネル]の[サービス]、および[コント 
□—ルパネル]を閉じる。 


メモ U エラーのアラームについて 

メモリエラーのアラームがトラップとしてマネージャへ适報される場合に，マネージャ側のアラー 
卜 ビューアのバンク ID の欄が空白になります。 ESMPRO / ServerAgent 側のイベント□グ内に同ア 
ラームに関する情報が格納されていまず。その内容を確認し保守員に連絡してください。 


しきい値について 

ESMPRO / ServerManager か6ファン/電圧監視などのしきい値の表示/設定を行えないものが 
ありますが、 ESMPRO / ServerAgent は監視を巧っており、異常が発生した場合はアラートを発生 
します。 


アラートについて 

アラートビユーアで表示されるアラートの詳細情報は，アラートによって一部の情報が r 不明」と表 
示されるちのがあります。 


ソフトウエア ALIVE、 ぺージャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウエア ALIVE 、 ページャオンラインの表示 
は、ソフトウェア ALIVE , ページャオンラインの有効.無劾にかかわ6ず常に r 不明」と表示されま 
す。 
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Microsoft SQLServer 巨.已との混在時の CPU 負卸こついて 

W 下の状ミ兄でお使いの場合、 ESMPRO / ServerAgent のサービスの CPU 負荷が上昇 (+ 10胤 U 上)す 
る場合があります。 

を件 

• 同ーマシンに Microsoft SQLSe 「 ver 日.5と ESMPR 0/ Se ^ ve 「 Agent がインストールされてい 
て、サービスが起動している。 

• Microsoft 501_5己「\/6「6.5のオプション[パフォーマンスモニタ統合]のチェ、ソクがオンになつ 
ている。 

確認ち法 

Windows 2000 /Windows NT のパフォーマンスモニタを使用して 、 Microsoft SQLServer 6.5 
のオプションで[パフォーマンスモニタ統合]のチェックをオンした場合とオフした場合とで W 
下の値を比較してください。 

オブジェクト ： Process 
カウンタ 说 Processor Time 
インスタンス : ESMCMN 


a チェックを変更した後には必ずマシンを再起動してください。再起動しないと、バフオーマンスモ 
二夕でヴービスの正しい負荷率は取得でをまだん。 


対処ちま 

「お認方法」で取得した CPU 負荷率が SQLServer オプションのチェックのオン/オフで大きく違 
う場合はチェックをオンにすることによる CPU 負荷率の増力□と考え6れます。 

これは、 SQLServer オプションがオンに設をされている事で 0 S か6取得するパフォーマンス 
データの項目げ増力□し、それに伴い 0 S か6パフォーマンスデータを取得するサービス内のパ 
フォーマンスデータ解析処理に時圍をあ要とするために発生しまず。 

もし、 SQLServer のパフォーマンスデータを監視するあ要が無いのであれば、不必要なパ 
フォーマンスデータを取得することによる CPU 負荷の増力□を避けるために SQLServer オプシヨ 
ンをオフにずるようにしてください。 


州 in32SL ヴービスのイベント□グ出力について 

Win 32 SL サービスにアクセスしているモジュールを停止した場合等、 Win 32 SL サービスはアプリ 
ケーシヨンイベント□グに W 下のメッセージを化力ずる場合があります。機能に影響はありませ 
ん。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


Win32s に ervice 

エラー 

38 

応笞のない MA を登録削除中 
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CPU 負荷監視の 警告 イベント□グについて 


システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、日 S からパフォーマンス情報が取得で 
きない事を横化した場合に ESMPRO / ServerAgent では W 下のイベント□グを登録致しますが、シ 
ステムの運用に特に問題はありません。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


ESMCpuPerf 

警告 

9004 

CPU 監視サービスで警告状態を模化しました。[システムのパフオー 
マンス情報が取得できない状態でず ( E 「「 cxCode = xxxx )] 


なお、情報が取得できない場合じは、負荷率は0%として扱うため、連続して情報が取得できない 
事象が発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりも低<表示される場合があります。 


フアンステータスについて 

ファンに異常が発生した場合、マネージャの SNMP データビューアと DMI データビューアで表示さ 
れるステータス(色)が異なりますが、どち6とも八ードウエア的なファンの異常を示しています。 
サーバ内部で該当するファンの状態を殖認してください。 


電源ユニットステータスについて 

電源 ユニッ トに異常が発生した場合、マネージャの SNMP データビューアと DMI データピューアで 
表示される ステータス （色)が異なりますが、どち6とも八ードウエア的な異常を示していまず。 
サーバ 内部で該当する電源 ユニッ トの状態を殖認してください。 
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アンインストール 


ESMPRO / ServerAgent のアンインストールの方法について説明しまず。 


S 


ESMPRO/ServerA 色 ent のアンインス I —ルじついて 

• システムが完全に起動してか 5 アンインストールを始めてください。 

• システム起動直後に ESMPRO/ServerA 居 ent のアンインストールを巧うと、[ヴービスの削 
除中...]のダイア□グボックスを表示した状態でセットアッププ□グラムが止まってしまうこ 
とがありまず。いったん r アプリケーシヨンの切り換え J などで強制お了してくださしその後 
システムが完全に起動してか 5 アンインストールしてください。 

• ESMPRO/ServerA 呂 ent のインス I ルを巧うと DM に. 0 SP(Service Provider) のアン 
インス I ラが登録されまず。アンインス I ラを使用して DM に. 0 SP を削除ずることがで 
きまず。ただし、 ESMPRO/ServerA 邑 ent をアンインストールしてか 6 削除してくださ 
い。 

① [コント□-ルパネル]か 5 [アプリケーシヨンの虐加と削晩を起動する。 

愈 [DM に. OSP (ESMPRO)] を選択して[追力日と削晩をクリックずる。 

• エクスプレス通報ヴービスをご利用の場合、 ESMPRO/ServerA 旨 ent のアンインストール 
の前にエクスプレス通報ヴービスを削除してくださし、エクスプレス通報サービスの削除方ミち 
については r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照してください。 


1 7~8ぺージを参照して ESMPRO セットアップのメインメニューを表示させる。 

P rESMPRO / ServerA 邑 ent 」 をク U ックずる。 

「 ESMPRO / ServerAgentro * 、ソトアップへようこそ」というダイア□グボックスが表示 
されます。 

3 [巧へ]ボタンをクリックずる。 

「ESMPRO ServerAgent が既にインストールされていまず。」というメッセージが表示 
されます。 

4 [削除ずる]を選択して[巧へ]ボタンをクリックずる。 

W 上でアンインストールされまず。 
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